
 

 

 

 
広島県は、県内小学校５年生及び中学校２年生を対象に「広島県児童生徒学習意識等調

査」を毎年実施しています。今年度、本校は６月 11 日に実施し、結果の分析及び今後の
対策を学校ホームページで公開しています。 
本校生徒の回答結果と県全体平均との比較・分析は次のとおりです。 

 
１ 分析結果の要点：仁方中学校の「強み」と「課題」 

将来への意識や読書習慣に大きな強みを持っていますが、日々の生活習慣に課題が見
られました。 

（１）主な強み 

将来の夢や目標、自己肯定感、社会貢献への意欲が県平均を大きく上回っていま
す。また、読書や資料を用いた探究活動への取り組みも大変優れています。 

（２）主な課題 
「毎日朝食を食べる」生徒の割合が県平均より低く、学習の土台となる基本的な

生活習慣の確立が課題です。 
 
２ 際立つ強み：高い目標意識と優れた読書習慣 

県平均を大幅に上回る前向きな意識と知的好奇心を示しており、これが学習の大きな
原動力となっています。 

（１）将来の夢や目標 
仁方中学校 82.6％(広島県全体 68.7％)で、未来を具体的に見据える意識は、

日々の学習意欲の高さに繋がります。 
（２）自己肯定感(自分には良いところがある) 

仁方中学校 93.5％(広島県全体 87.0％)で、自分を肯定する力は、困難に立ち向
かう心の回復力や挑戦意欲の基盤です。 

（３）社会貢献への意欲 
仁方中学校 89.2％(広島県全体 75.3％)で、地域や社会をより良くしたいという

気持ちは、責任感ある市民としての成長に不可欠です。 
（４）読書習慣(1 ヶ月に本を 1冊も読んでいない生徒の割合) 

仁方中学校 0.0％(広島県全体 21.0％)で、全員が読書に親しんでおり、思考力
や語彙力を育む上で非常に大きな強みです。 

（５）探究的な学び(本や資料を活用して調べる) 

仁方中学校 79.3％(広島県全体 49.5％)で、自ら興味を持ったことを主体的に調
べる姿勢が身に付いていることを示しています。 

これらの肯定的な姿勢は、生徒たちの学びを支える大切な土台です。 
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３ 今後の課題：朝食摂取率の向上 

学習意欲の高さとは対照的に、その活動を支える基本的な生活習慣に課題が見られま
した。 
（１）毎日の朝食摂取 

仁方中学校 84.0％(広島県全体 92.2％)で、これは本校生徒の約６人に１人が、
毎日朝食を摂る習慣が身に付いていないことを示唆しています。朝食は、生徒たち
が持つ学習意欲や探究心を午前中の授業で最大限に発揮するための最も重要なエネ
ルギー源です。この習慣が欠けることは、生徒の能力にブレーキをかけてしまうこ
とに繋がりかねません。 

 
４ まとめとご家庭へのお願い 

生徒たちが持つ素晴らしい夢や目標を実現する力を最大限に引き出すためにも、学習

の土台となる生活習慣の確立が不可欠です。生徒たちの高い目標意識と優れた読書習
慣という強みをさらに伸ばすため、学校でも指導を続けてまいります。 
この課題の改善には、ご家庭との連携が何よりも重要です。お子様が毎日必ず朝食を

食べて登校できるよう、ご家庭でのご協力を心よりお願い申し上げます。 

 


